
基礎から学ぼう！
口腔機能発達不全症と

口腔機能低下症の検査と管理

口腔機能実地指導料の算定を予定している医療
機関は、2027年５月末までに必ずご勤務の歯科
衛生士の方々の受講を完了させてください。

日時：７月４日（土）１４時～１６時

詳細については、裏面をご確認ください

講師：小原 由紀 先生
（宮城高等歯科衛生士学院 教務主任・歯科衛生士）

料金後納
郵 便

ゆうメール

【この案内ハガキは『未入会員』の先生方にも送付しております。受講いただくには院長先生のご入会が必須となります】

参加方法：会場およびZoomによるWeb視聴

2026年６月診療報酬改定
「口腔機能実地指導料」施設基準対応研修会
口腔機能低下症や口腔機能発達不全症に対して、歯科衛生士が行う指導・訓練の評

価として、【口腔機能実地指導料】（46点）が新設されました。
施設基準の届出を行った医療機関において研修を受講した歯科衛生士が、歯科医師の
指示を受け、口腔機能にかかる指導を行い、文書提供した場合に算定できます。

【施設基準に係る研修要件（一部抜粋）】
・口腔機能発達不全症および口腔機能低下症の概要、検査法、訓練法および実地指導
方法などにかかる研修を受講した歯科衛生士の配置が１名以上必要



小原 由紀 先生

正会員の医療機関に勤務する歯科衛生士（１医療機関２名まで）

７月４日 (土) 14時～16時
会場（先着80名）
または『Zoom』での参加（先着500名）

対 象

講 師

参加費

日 程

参加方法

※発行する受講証に会員医療機関の名称と参加者の氏名を記載します

1000円（１名につき）

（宮城高等歯科衛生士学院 教務主任・歯科衛生士）

TEL：075-746-7680

（会場：京都経済センター【３-F】）

今回の診療報酬改定における口腔機能実地指導料の新設により、
歯科衛生士が口腔機能発達不全症および口腔機能低下症の予防と
管理に積極的に関わることが、これまで以上に求められています。
食べる楽しみや社会とのつながりを保つ意味でも、口腔機能の果
たす役割は大きい一方、う蝕や歯歯周病とは異なり、患者さんご
本人の自覚症状が初期には乏しいことが特徴として挙げられます。
そのため、口腔機能管理には早期発見と患者さんの意識付けと行
動変容が重要なカギとなります。そこで本研修会では、口腔機能
発達不全症と口腔機能低下症の基礎知識、チェアサイドにおける
口腔機能管理のヒントについて、歯科衛生士の立場からお話した
いと思います。

ご参加いただくにあたり、以下の点にご注意ください。

①講師への質問について（変更の可能性あり）
⇒質問用紙をFAXまたは直接協会のメールまで送付ください。後日講師からの回答を送付します。

②受講の担保について（Zoom参加のみ）
⇒今回の講演会はウェビナーではなくミーティングを使用するため、必ずカメラを「ON」のうえ
顔出ししていただき、受講者を把握できるようにしていただく必要があります。また、出席確認
のため、必ず１名につき１端末（パソコンまたはスマホなど）でご参加ください。

※長時間の退席が認められた場合、受講証の発行が出来かねますのでご容赦ください。

③参加時間について
⇒受講内容の均一化を担保するため、開始時刻を10分以上過ぎてからのご参加は参加不可とさせ
ていただきます。

「口腔機能実地指導料」施設基準対応研修会

参 加
申 込

●右記QRコードからお申込みください。

※右記のQRコードより申込フォームにアクセスのうえ、
お申込み下さい。後日、Zoom参加用のID・パスワードなどを
メールにて送付いたします。

※ウェブ申し込みができない場合にのみ、電話での申し込みを
受け付けます

お問い合わせ

京都府歯科保険医協会

E-Mail：kyoto-sk@doc-net.or.jp

申込期限：６月30日（火）
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